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シ
ョ
パ
ー
ル
と
リ
ス
フ
ラ
ン
の
名
前
は
世
界
中
の
ど
の
解
剖
学

教
科
書
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
共
に
足
部
の
関
節
に
名
前
を
残

す
フ
ラ
ン
ス
の
外
科
医
で
あ
る
。
骨
靱
帯
学
や
外
傷
学
で
は
欠
か

す
こ
と
が
出
来
な
い
、
二
人
の
生
涯
と
冠
名
の
由
来
を
紹
介
す

つ
（
》
Ｏ

甸
国
ロ
ｇ
耐
○
国
○
勺
シ
両
目
二
七
四
三
’
一
七
九
五
）
は
パ
リ
に

生
ま
れ
初
中
等
教
育
で
は
常
に
秀
才
の
誉
高
く
、
医
学
の
道
を
選

び
十
八
歳
で
早
く
も
ピ
テ
ィ
エ
病
院
と
ビ
セ
ー
ト
ル
病
院
の
ア
ン

テ
ル
ヌ
と
な
っ
た
。
生
来
虚
弱
で
激
務
の
あ
と
、
悪
心
、
嘔
吐
に

悩
ま
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
常
に
、
体
調
に
気
を
使
っ
て
い
た
。
一

七
七
○
年
に
は
、
主
任
外
科
医
と
な
り
、
「
脳
損
傷
の
８
昌
吊
‐

８
号
に
つ
い
て
の
研
究
」
が
博
士
論
文
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、

国
茸
里
‐
目
呂
で
有
名
な
ド
ゥ
ソ
ー
教
授
の
薫
陶
を
受
け
る
。

獅
足
部
に
名
前
を
残
す
二
人
の
フ
ラ
ン
ス
人

Ｉ
Ｑ
５
ｇ
具
と
Ｆ
璽
国
胃

小

林

日
申

次
い
で
シ
ャ
リ
テ
病
院
の
主
任
外
科
医
の
か
た
わ
ら
生
理
学
講

師
と
な
り
、
一
七
八
九
年
に
は
病
理
学
教
授
に
就
任
し
た
。
同
時

に
ル
イ
十
六
世
が
創
立
し
た
、
医
学
部
付
属
病
院
の
主
任
外
科
医

と
な
り
、
臨
床
的
な
活
動
は
こ
こ
で
生
涯
続
く
こ
と
に
な
る
。

一
七
九
一
年
八
月
、
彼
の
名
が
永
久
に
残
る
こ
と
に
な
る
記
念

す
べ
き
手
術
を
行
っ
た
。
母
趾
の
潰
瘍
か
ら
中
足
骨
に
癌
が
発
生

し
た
患
者
に
、
足
部
の
部
分
切
断
術
を
行
っ
た
。
踵
立
方
関
節

（
画
風
．
の
巴
８
国
①
○
‐
２
ｇ
ご
忠
）
と
距
踵
舟
関
節
（
画
風
．
邑
○
‐
の
巴
８
国
①
○

目
ａ
ｏ
巳
自
切
）
の
離
断
で
あ
る
。
距
骨
と
踵
骨
を
残
せ
ば
、
脚
長
も

不
変
で
荷
重
に
際
し
て
便
利
で
あ
ろ
う
と
の
意
図
が
あ
っ
た
。

こ
の
手
術
は
後
年
、
残
存
後
足
部
の
内
反
尖
足
変
形
が
発
生

し
、
切
離
断
部
位
と
し
て
は
現
今
で
は
適
当
で
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
複
雑
な
構
造
で
あ
る
後
足
部
関
節
で
は
、
ほ
ぼ
直

線
状
に
横
断
す
る
こ
の
関
節
は
冠
名
表
現
が
便
利
で
あ
り
、
解
剖

学
や
外
傷
学
で
は
世
界
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。

シ
ョ
パ
ー
ル
は
一
七
九
五
年
六
月
パ
リ
で
死
去
し
た
。
彼
の
最

後
の
言
葉
は
「
こ
の
世
で
私
は
善
い
こ
と
し
か
し
な
か
っ
た
。
私

の
し
た
仕
事
に
反
対
す
る
声
は
あ
が
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
で
あ
っ

た
。
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盲
８
口
①
の
巨
印
蜀
詞
シ
Ｚ
。
（
一
七
九
○
’
一
八
四
七
）
は
ロ
ワ
ー
ル

県
の
サ
ン
・
ポ
ー
ル
で
医
家
に
生
ま
れ
た
。
初
中
等
教
育
は
最
も

近
い
リ
ョ
ン
で
受
け
、
医
学
は
パ
リ
で
学
ん
で
い
る
。
一
八
○
九

年
サ
ン
・
ル
イ
病
院
の
ア
ン
テ
ル
ヌ
と
な
り
、
有
名
な
デ
ュ
ピ
ュ

イ
ト
ラ
ン
に
師
事
し
た
。
一
八
一
二
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
に
従
軍
、

団
員
①
ｍ
ｐ
ｏ
ｇ
茸
巴
号
の
国
ｇ
民
四
口
〆
（
病
院
中
央
局
）
の
外
科
医

と
な
る
。
尊
大
な
且
つ
気
難
し
い
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
と
は
う
ま

く
ゆ
か
ず
、
か
な
り
感
情
の
朗
館
が
あ
っ
た
。
後
年
彼
の
墓
前
で

「
私
に
数
々
の
意
地
悪
を
し
た
こ
の
デ
ュ
ピ
ュ
イ
ト
ラ
ン
は
、
偉
大

な
も
の
、
美
し
き
も
の
、
金
銭
し
か
愛
さ
な
か
っ
た
」
と
眩
い
て

い
る
。幸

運
に
も
ピ
テ
ィ
エ
病
院
の
主
任
外
科
医
と
し
て
採
用
さ
れ
、

精
力
的
な
働
き
を
し
た
。
教
育
者
と
し
て
は
、
方
法
論
の
解
説
が

そ
っ
け
な
か
っ
た
り
、
冗
談
も
言
わ
ず
生
真
面
目
一
方
の
講
義
で

未
熟
だ
と
い
う
評
価
を
受
け
て
い
る
。

前
者
と
同
様
、
彼
の
名
を
永
久
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
手
術

は
、
前
足
部
の
化
膿
性
炎
症
の
患
者
に
対
し
て
、
一
八
一
五
年
行

わ
れ
た
。
解
剖
学
的
に
は
足
根
中
足
関
節
（
四
耳
．
国
『
ぬ
。
‐
目
の
厨
‐

国
『
の
①
画
①
）
で
関
節
離
断
術
を
行
い
、
こ
の
関
節
に
名
前
を
冠
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
シ
ョ
パ
ー
ル
関
節
離
断
と
違
っ
て
、
足

根
関
節
が
温
存
さ
れ
創
が
小
さ
く
、
義
足
を
つ
け
易
い
、
多
少
と

も
筋
肉
、
腱
、
靱
帯
を
残
す
の
で
安
定
す
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る

と
リ
ス
フ
ラ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
か
な
り
足
部
に
腫
脹
が
あ
っ
て

も
、
こ
の
関
節
は
部
位
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
つ
け
易
い
こ
と
も
、

大
き
な
特
徴
と
利
点
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
手
術
も
後
に
内
反
尖
足
変
形
を
来
た
し
易
く
、
現
代
で
は

切
断
あ
る
い
は
離
断
部
位
と
し
て
は
採
用
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

シ
ョ
パ
ー
ル
関
節
よ
り
も
横
に
直
線
状
を
呈
す
る
関
節
で
、
解
剖

学
や
外
傷
学
で
は
普
遍
的
に
リ
ス
フ
ラ
ン
関
節
と
表
現
さ
れ
使
用

さ
れ
て
い
る
。
リ
ス
フ
ラ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
外
科
学
会
を
リ
ー
ド

し
、
多
く
の
業
績
を
残
し
た
。
一
八
四
七
年
五
月
敗
血
症
で
死
去

し
て
い
る
。
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
墓
地
に
あ
る
彼
の
墓
碑
銘
は
「
外
科

が
手
術
で
光
り
輝
く
と
す
れ
ば
、
血
を
流
さ
ず
、
損
傷
を
与
え
ず
、

治
癒
が
得
ら
れ
る
と
き
で
あ
る
」
と
あ
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）


